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情報処理 2 30 ◎ 2 2

医療のための生物と化学 2 30 ◎ 2 2

セラピーと俳句 1 15 ◎ 1 1

人文教養特別講義Ⅰ（自然と文化①）　　　　　　　　※ 1 15 ○ 1 1

思考と表現 2 30 ○ 2 2

健康と運動の理論と実践 2 30 ○ 　必修13単位 2 2

統計学 2 30 ◎ 　＋選択6単位 2 2

心理学 2 30 ◎ 2 2

人間と生き方（哲学） 2 30 ◎ 2 2

社会と家族 2 30 ◎ 2 2

芸術 2 30 ○ 2 2

人間関係論 2 30 ○ 2 2

人文教養特別講義Ⅱ（自然と文化②） 1 15 ○ 1 1

法と人権 2 30 ○ 2 2

英語Ⅰ 1 30 ◎ 1 1

英語Ⅱ 1 30 ◎ 　必修2単位 1 1

英語Ⅲ 1 30 ○ 　＋選択2単位 1 1

英語Ⅳ 1 30 ○ 1 1

英語Ⅴ 1 30 ○ 1 1

英語Ⅵ 1 30 ○ 1 1

中国語Ⅰ 1 30 ○ 1 1

中国語Ⅱ 1 30 ○ 　選択2単位 1 1

韓国語Ⅰ 1 30 ○ 1 1

韓国語Ⅱ 1 30 ○ 1 1

25 13 13 4 3 1 0 1 0 35

人体構造機能学Ⅰ 2 60 ◎ 2 2

人体構造機能学Ⅱ 2 60 ◎ 2 2

生化学 2 30 ◎ 2 2

病態治療学Ⅰ（総論） 2 30 ◎ 2 2

病態治療学Ⅱ 2 60 ◎ 2 2

病態治療学Ⅲ 2 30 ◎ 2 2

生命と倫理 2 30 ◎ 2 2

公衆衛生学 1 15 ◎ 　（看） 1 1

薬理学Ⅰ（総論） 2 30 ◎ 　必修28単位 2 2

薬理学Ⅱ（臨床薬理） 2 30 ◎ 　＋選択4単位 2 2

感染と免疫 2 30 ◎ 2 2

疫学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆ 2 30 ○ 2 2

食生活と看護 2 30 ◎ 2 2

福祉教育の本質 2 30 ○ 　（保） 2 2

病態心理学 2 30 ◎ 　必修31単位 2 2

社会保障と福祉 2 30 ◎ 　＋選択2単位 2 2

医療と経済 2 30 ○ 2 2

保健医療福祉行政論Ⅰ 1 15 ◎ 1 1

医療と人権 2 30 ○ 2 2

カウンセリング論 2 30 ○ 2 2

保健医療福祉行政論Ⅱ　　　　　　　　　　　　　　　☆ 1 15 ○ 1 1

(看)　32

(保)　33

(留意事項)
①保健師国家試験受験資格を得るためには、以下の選択科目(７科目)をすべて履修することが必要です。
(カリキュラム表中の授業科目に☆及び★印の入っている科目)
【疫学】【保健医療福祉行政論Ⅱ】【公衆衛生看護活動論Ⅱ(対象別公衆衛生看護活動展開論①）】【公衆衛生看護活動論Ⅲ(対象別公衆衛生看護活動展開論②）】
【地域看護診断論】【公衆衛生看護技術論】【公衆衛生看護管理論】【公衆衛生看護学実習Ⅰ（個人・家族・集団・組織の支援実習）】
【公衆衛生看護学実習Ⅱ（公衆衛生看護活動展開論及び公衆衛生看護管理論）】
②また、☆印は看護師課程履修でも選択することができる科目を表し、★印は保健師課程履修者のみ選択することができます。
③※【人文教養特別講義Ⅰ（自然と文化①）】は選択必修科目です。
④基礎分野の選択科目については、１セメスターの履修登録上限を選択必修科目及び外国語科目を除いて２単位までとする。
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関西看護医療大学カリキュラム

必修時間単位授業科目区分
年次配当

卒業要件選択

基礎看護学Ⅰ（概論） 2 30 ◎ 2 2

基礎看護学Ⅱ（フィジカルアセスメントの技術） 1 45 ◎ 1 1

基礎看護学Ⅲ-a（生活の援助技術） 1 30 ◎ 1 1

基礎看護学Ⅲ-b（生活の援助技術） 2 60 ◎ 2 2

基礎看護学Ⅳ（診療の補助技術） 1 30 ◎ 1 1

基礎看護学Ⅴ（問題解決技法） 2 30 ◎ 2 2

看護学原論 1 30 ◎ 1 1

看護診断学Ⅰ 1 30 ◎ 1 1

在宅看護論Ⅰ（概論） 2 30 ◎ 2 2

在宅看護論Ⅱ（援助論） 2 30 ◎ 2 2

公衆衛生看護学概論 2 30 ◎ 2 2

公衆衛生看護活動論Ⅰ(対象別公衆衛生看護活動論） 1 15 ◎ 1 1

公衆衛生看護活動論Ⅱ(対象別公衆衛生看護活動展開論①）★ 4 60 ○ 4 4

公衆衛生看護活動論Ⅲ(対象別公衆衛生看護活動展開論②）★ 2 30 ○ 2

地域看護診断論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ★ 2 30 ○ 2

公衆衛生看護技術論                                   ★ 2 30 ○ 2 2

公衆衛生看護管理論                                   ★ 1 15 ○ 1 1

成人看護学Ⅰ（概論） 1 15 ◎ 1 1

成人看護学Ⅱ-a（急性期援助論） 2 30 ◎ 2 2

成人看護学Ⅱ-b（急性期援助論） 1 15 ◎ 1 1

成人看護学Ⅲ（慢性期援助論） 2 30 ◎ 2 2

成人看護学Ⅳ（援助方法論） 1 45 ◎ 1 1

老年看護学Ⅰ（概論） 1 15 ◎ 1 1

老年看護学Ⅱ（援助論） 2 30 ◎ 2 2

老年看護学Ⅲ（援助方法論） 1 30 ◎ 1 1

小児看護学Ⅰ（概論） 1 15 ◎ 1 1

小児看護学Ⅱ（援助論） 2 30 ◎ 2 2

小児看護学Ⅲ（援助方法論） 1 30 ◎ 　（看） 1 1

母性看護学Ⅰ（概論） 1 15 ◎ 　必修72単位 1 1

母性看護学Ⅱ-a（援助論） 1 15 ◎ 　＋選択1単位 1 1

母性看護学Ⅱ-b（援助論） 1 15 ◎ 1 1

母性看護学Ⅲ（援助方法論） 1 30 ◎ 1 1

精神看護学Ⅰ（概論） 1 15 ◎ 　（保） 1 1

精神看護学Ⅱ（援助論） 2 30 ◎ 　必修88単位 2 2

精神看護学Ⅲ（援助方法論） 1 30 ◎ 1 1

基礎看護学実習 3 135 ◎ 3 3

看護過程論実習 3 135 ◎ 3 3

在宅看護学実習 2 90 ◎ 2

公衆衛生看護学実習Ⅰ
（個人・家族・集団・組織の支援実習）　　　　　　　★

2 90 ○ 2 2

公衆衛生看護学実習Ⅱ
（公衆衛生看護活動展開論及び公衆衛生看護管理論）　　　　　 ★

3 135 ○ 3 3

成人看護学実習Ⅰ 2 90 ◎ 2

成人看護学実習Ⅱ 2 90 ◎ 2

老年看護学実習Ⅰ 1 45 ◎ 1 1

老年看護学実習Ⅱ 2 90 ◎ 2

小児看護学実習 2 90 ◎ 2

母性看護学実習 2 90 ◎ 2

精神看護学実習 2 90 ◎ 2

課題実習 2 90 ◎ 2 2

看護診断学Ⅱ 1 30 ◎ 1 1

リスクマネジメント 1 30 ◎ 1 1

国際看護学・災害看護学 2 30 ◎ 2 2

卒業研究 4 60 ◎ 4

看護管理論 1 15 ○ 1 1

看護倫理 1 15 ○ 1 1

(看)　73

(保)　88
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